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   黴毒の再歸熱療法に於ける免疫學的研究
         (原株及び再發株スピロへ一タの關係に就て)

      '      山 下 朝 橘

 徽 毒 の サ ル ゾル サ ン療 法 の補 助 と して 再蹄 熟 ス ピ ロへ 一 タの 感 染 は,マ ラ リア療 法 と共 に 重

大 な る役 割 を演 す る もの なb・

 抑 々徽 毒 の 獲 熟 療 法 た るや,最 初維 納 也 のWagner von Jaureggが,麻 痺 性 痴 呆 が 獲 熟 の た

め に 偶 然 に 治 癒 す る事 實 よ り,磯 熱 の 口的 に ツベ ル ク リン注 射 を用 ひ しに創 ま り,次 で1917年

に同 氏 は マ ラ リア療 法 を磯 表 した り.其 後 勃 然 と しで各 國 に 多 数 の追 試 者 現 は れ,相 當 の 治 癒

数 果 を認 め られ 今 日の 盛 況 を 呈 す るに到 れ り.1919年Plaut u・Steinerに よ りて,創 め て再 諦

熟 ス ピ ロ へ 一 タの 人 工 感 染 に よ る爽 熟 療 法 行 は れ,次 でWeygandt(1921)は,ド レ ス ヂ ン に

開 か れ た る ドイ ツ 精 神 病 學 禽 総 禽 に於 て,再 瞬 熱療 法 を獲 表 し,其 後Sage1, Kirschbaum,

MUhlens, Weichbrodt, Werner, Wainstein, Anistowsky u, Wainstein等 の報 告 あ1)・ 殊 に

Wiainstein, Anistowsky u. Wainsteinは 冤 疫 學 的 親 察 を も遽 げ た り.

 爽 熟 療 法 が 如 何 な る機 購 に よ6て 治 癒 的 敷 果 を來 す や は,從 來 種 々論 議 せ ら る る と ころ に し

で,未 だ 解 明 の 域 に 達 せ す と難,恐 ら く高 熟 と相 侯 っ て(高 熟 有 敏 説),感 染 微 生物 罷 に銅 す る

生 艦 反 慮 が 副 俘 的 に ス ピ ロへ 一 タ パ リダ に も波 及 し(冤 疫 移 動 説),以 て 治 癒 叉 は 輕 快 に赴 くな

らん とは 一般 に信 ぜ ら る る とこ ろ な り・ され ば再 蹄 熱 冤 疫 の本 態 を究 明 す る こ とは,本 病 その

もの に とつ て も窺 に興 味 あ る の み な らす,延 て は相 似 關 係 に あ り とせ られ る徽 毒 の菟 疫 の閑 明

に も資 す る と ころ亦 甚 大 な り.

 演 者 は脊 髄 瘍 患 者 の 獲 熟 療 法 の 目的 に再 腕 熟 ス ピ ロへ 一 タの 人 工 感 染 を 試 み る に際 し,松 本

教 授 の 御 指 導 に從 ひ,研 究 の 歩 を冤 疫 學 的 方 面 に向 け たb.

 蘇 つ て再 蹄 熟 の冤 疫 に關 す る先 人 の文 献 を通 覧 す るに,古 きはMetschnikoff(1887)の 喰 菌 設,

Gabritschewsky(1898)の 艦 液 説 あ り.共 後Levaditi u. Roch6(1907), Uhlenhuth u. Haende1

(1908),Manteufel(1908), Braun u. Teichman(1912), Prigge(1926)等 枚 基 に逗 あ らす..

就 中原 株 と再i疫株 に關 す る報 告 は 豊 田(1919),Brussin u. Rogowa(1927-1928), Jakimow

(1929),Wainstein(1929), Aristowsky u. Wainstein(1929),杉 本(1935)等 あ り,

 豊 田 は再 獲 株 及 び 三 獲 株 は 何 れ も菟 疫 元 株 に封 す る特異 性 抗 鎧 を産 生 す る外,原 株 抗 膿 を も

含 有 し,叉 三 護 株 冤 疫 動 物 に再 獲 株 の 感 染 す る こ とを述 べ た り.

Brussin u. Rogowaは 再 稜 株 及 三 磯 株 は 共 に原 株 と リ氏 反 慮 を異 に す る憂 性 株 な る も,再 獲 株

                   (52)
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と三 獲 株 の 關 係 は 共 に抗 元 性 を等 し くし,リ 氏 反 慮 に よ りて は匝 別 す る能 は す とせ り・

 Jakimowは 再 獲 株 の 再 護 株 を以 て ラ ッテに 於 け る リ氏 反 磨 を槍 査 せ る結 果,三 護 株 は原 株

及 び再 獲 株 とは リ氏 反慮 を異 に す る憂 性 株 な る こ とを 認 め,叉 同時 に 原 株 に劃 す る抗 罷 を も讃

し,以 てBrussin u. Rogowaの 論 に反 勤 せ り.

 WainsteinはSp. Obermeieriを 人艦 に感 染 せ しめ,其 冤 疫 血 清 を槍 査 せ る に冤 疫 元 株 に封

す る特 異 性Lysinを 謹 明 すれ ど も,他 株 に劉 す るLysinを 認 め ざ り き.再 して第2回 再 獲 株

の 再護 株 はLysin及 びBeladungsph銭nomenに 於 て 原 株 の有 す る総 て の 性 質 を保 持 す る を以

て,第2回 再 獲 の後 に原 株 に復 麟 せ り と述 べ,人 照 試 験 に於 て は動 物 試 験 と異 な る こ とを も附

言 せ り.

 Aristowsky u. Wainsteinは 古 き増 養 基 中 に て 自然 死 滅 ス ピ ロへ 一 タ を 人 艦 に用 ひ しに,夫

々冤 疫 元株 に鋤 しで 特 異 性Lysinを 形 成 し,爾 後 の感 染 に鋤 しi疫 性 を賦 與 す と述 べ た り・

 杉 本 は 從 來 感 染 困難 と され し海狽 の 感 染 に 成 功 し,リ 氏 反 慮 を追 求 し,以 て原 株 及 び再 獲 株

の 關 係 を精 細 に 観 察 せ り.印 ち原 株 及 び 再i農株 冤 疫 海狸 に 三 護 株 を重 ね た るに,三 獲 株 は原 株

及 び 再 獲 株 とは リ氏 反 慮 を 異 にす る憂 性 株 に して,其 れ 自身 特 異性 冤 疫 抗 騰 を産 生 す る と共 に,

原 株 に 封 して も リ氏 反 慮 護 現物 質 を認 め た り,爾 三 獲 株覚 疫 血 液 は 再 獲株 に封 して は リ氏 反 慮

を呈 せ す とせ り・

 以 上 の文 献 は 一 つ は動 物 試 験(豊 田,Brussin u. Rogowa, Jakimow,杉 本)一 つ は人 艦 試 験

(Wainstein, Aristowsky u. Wainstein)に して,原 株 と}1∫獲 株 の 關 係 を究 明 せ る もの な り・ 而

して何 れ も再 獲 株 の 再 護 株 を三 獲 株(第2回 再 稜 株)と して行 へ る實 験 な り.マ ウ ス に於 て は 数

回 不規 則 の 獲 作 を見 る も,多 くは第1獲 作 の 終 りか 叉 は 第2獲 作 中 に艶 死 し,叉 ラッテ に於 て

は(Jakimow,藤 垣)自 然 経 過 に於 て第3獲 作 を來 す こ と極 め て 勘 く,從 つ て實 験 動 物 よ り第2

回再 獲 株 の 探 取 甚 だ 困 難 な る もの な り.叉WainsteinもSp, Obermeieriを 人 艦 に 感 染 せ し

む るに第2回 再 獲 を招 來 す る こ と稀 な りと言 へ り.故 に 先 入 が再 獲 株 の 再 爽 株 を以 て實 験 に供

せ し も叉 止 む を得 ざ り しな り・

 抑 々再 齢 熟 の 冤 疫 學 的 本 態 を究 明 せ ん た め には,同 一 原 株 を起 源 と し,同 一 生 物 艦 よ り蓮 績

誘 導 せ られ た る後 績 再 獲 株 に 就 て研 究 すべ きが 理 想 に して,筍 し くも再 麟 熟 の 研 究 に携 は りし

者 の 等 し く望 む と ころ な り・ 相 異 な る生 物 艦 よ り得 アこる再 獲 株 は毎 常 同 一 生物 學 的 性 質 を享 有

せ ざ る こ とは,夙 にRosenthal, Kudicke u. Feldt, Janso, Brussin u. Ragowa, Jakimow,杉

本等 が等 し く認 め し と こ ろ に して,斯 る不 利 の條 件 の 下 に お か れ た る再 護 株 を 以 て な せ る實 験

に よ り・ 直 ち に 全 豹 を推 す は勘 な か らす疑 念 を抱 か しむ る もの な り・何 ん とな れ ば 第1回 再 磯

株 とas 2回 再 獲 株 とは,探 取 時 に 際 し接 種 生 物 龍 を異 に せ る を以 て な り.

 演 者 は 満 洲 型 再 離 熱 ス ピ ・ヘ ー タ を人 龍 に感 染 せ しむ る に際 し,感 染 量 の 多寡 が 再 獲 回 数 に

                   (53)



             徹毒の再録熟療法に於ける免疫學的研究

關係あることを認 め,同 一患者 より第1回 再獲及び第2回 再獲,更 に進んで第3回 再獲をも蓮

績的に誘導 しうることに成功せ り.而 してこの同一患者 より捕捉 した る3種 の後績再稜株こそ

理想的の再獲株 にして,果 して再護株の再獲株を以τなせる先人の實験結果 と同一覗すべ きや

否は以上の文献 にては碕早の感あ り,演 者は此の瓢を鮮明にせんがため,上 記の3種 の再獲株

を用ひて海狸を琵疫 し,精 細 に リ氏反慮 を追求 し,以 て原株及び後績再獲株の關係を槻察 した

り,即ち4群 の海狸を夫 々原株及び後績再護株にて冤疫 し,當該i疫 元株 に封するリ氏反慮の獲

現歌態,反 慮敷債の上昇程度及び他株に劃寸 るリ氏反癒の敷債の上昇程度 を精細 に口を逐 うて

親察せ り.

 第1群(原 株冤疫海狽)に 於ては,冤疫元株た る原株に劃 し,4日 目よ リリ氏仮癒獲現 し,逐 次

敷贋の上昇 を來 し,14日 目に於 て最高に達 し,以 下30日 迄其慣 を揚績せ り.爾 第2回 及び第3

回Ptit株 に鋤 しても,8日 目よリリ氏反慮微弱に獲現 し,多少上昇の傾向を示 すものあれ ども・

大膿に於 て其敷債を持績せ り.而 して第1回 再獲株 に劃 しては全経過に於て陰性に終 厨 こり・

 第II群(第i回 再獲株冤疫海狽)に 於 ては,冤 疫元株たる第1回 再獲株 に劃・し,同 じく4日

目よりリ氏反慮獲現 し,14日 日に於て最高に達 し,30日 迄其 の債を持績す.叉 原株及び後績

再護株 に封 して も,8日 目より微弱ながらリ氏反慮獲現 し,30日 迄共敏債の上昇を見す・叉各

株に劃する リ氏反慮の程 度は,原 株に劃す る もの最 も微弱に して,後 績再獲株に封 しては強弱

の差異を認めす.

 第III群(第2回 再獲株冤疫海瞑)に 於ては,同 じく冤疫元株†二る第2回 再獲株に封 し,4口

目よリリ氏反慮獲現 し,14日 目に於て最高に蓮 し,30日 迄共敷儂を持績す.爾 原株及び第3

回ll磯 株に封 しても,8日 口より微蜴なが らリ氏反慮獲現 し,以 下30日 迄其敷慣上昇せす・原

株及び第3回 再稜株に罰する リ氏反慮の程度に彊弱の差異を認 めす,且 第1回 再獲株 に封 して

は全経過に於て陰性に絡れ り.

 第IV群(第3回 再獲株琵疫海狽)に 於て も,同 じく冤疫元株 たる第3回 再獲株に封 しては,

4日 目よリリ氏 反慮獲現 し,14日 目に於て最高 に達 し,30日 迄其数贋を持績 す.尚 原株及び第

2回 再獲株 に劃 して も,8日 目より微弱にリ氏反癒護現 し,30ri迄 其敷債上昇せず.叉 原株及

び第2回 再獲株 に劃するリ氏反慮の程度に弧弱の差異を認 めす,且 第1回 再獲株に鋤 しては全

経過 に於て「Nl生な りき.

 以上を一括 すれば,各 株スピ ロへ一タにより冤疫 されたる海狽血液 は,當該冤疫元株に封 し夫

々特異性抗膿産生を認め,叉 原株及び第2回,第3回 再i獲株 に劉 して も微弱なが らリ氏反慮獲

現物質を共有することをiし た り・この關係 を一表に納むれば第1表 及び第2表 に掲げる如 し.

 第1表 に示すが如 く,原株 より蓮績的に誘導 されたる後績再獲株自1ち第1,第2,第3回 再畿株

は,夫 々 リ氏反慮を異にす ると共 に,冤疫學的に も相異なる憂性株所謂"serumfester Stamm"
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                  第1表
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に して,曾 てLevaditi u. Roch6, Manteufelの 言 へ る如 く,原 株 の 感 染 は獲 作 毎 に憂 性株 の

形 成 を許 す こ と明 か な り・而 して それ 等 の 呈 す る リ氏 反 慮 敷 儂 の 彊 弱 を標 識 と して比 較 す れ ば,

第1回 再 獲株 が 原 株 に封 し最 も愛 性 の 度 彊 き ものts如 し・

 これ等 第L第2,第3回 樽 獲株 冤 疫 血 液 は,何 れ も當 該 発 疫 元 株 に封 して 特 異 性抗 艦 を産 生

す る と共 に,原 撫 こ劃 して も微 弱 な が ら リ氏 反 慮 獲 現 物 質 を共 有 す る こ とを認 め た り・ 再 獲 株

の抗 元 性 問 題 に關 す る豊 田,Brussin u・Rogowa, Jakimow,杉 本 等 の 動 物 試 験 成 績 を閲 す るに,

彼 等 は再 獲株 冤 疫 血 液 は原 株 に勤 して も亦 微 易躰 が ら反 慮 す とな す も,Wainsteinは 人 龍 に 於

け る實 験 の結 果 これ を否 定 した り・ 豊 田 は感 染 歌 態 よ り,Brussin u Rogowa, Jakimow,杉

本 等 は リ氏 反 慮 よ り,Wainsteinは 血 清 中 の殺 ス ピ ロへ 一 タ作 用EPちLysinよb論 じナこる も

の な り.蓋 し リ氏 反 癒 艦 自PちThrombozytobarin(Kritschewsky),叉 はLysin等 は何 れ もス

ピ ロヘ ー タ に 封 す る血 液 の 冤 疫 性 反 慮 な りと雌 ど も,こ れ 等 特 異 性 反 慮 は相 互 常 に一 致 す る も

の な りや 否 や は 尚 研 究 の 飴 地 あ る もの な り.兎 もあれ 演 者 は蓮 績 後 績 再 獲 株 の 原 株 に劉 す る リ

氏 反 慮 の 結 果 よ り推 して,再 獲 株 の原 株 抗 膿 産 生 設 に賛 意 を表 す る もの な り・

 次 に再 獲株 相 互間 の 關 係 に就 て は,帥 ちas 1回 及 び 第2回 再 獲 株相 互 關 係 は,爾 株 ス ピ ロ へ 一
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タは,各tリ 氏反慮を異 にすると共に冤疫學的に も相異なる異種株にして,rg 1回 再獲株は第2

回再護株に封 して も微弱なが らリ氏反鷹喪現物質を謹すれ ども,第2回 再磯株 は第1回 再叢株

に封 し抗艦獲現物質 を共有せす・曾てBrussin・u. Rogowaは 再i疫株及び三獲株 は抗元性を共に

し,リ氏反慮 によ りては匝別する能はす とせ り.然るに豊田,Jakimow, Aristowsky u・Wainstein,

杉本は り氏反慮叉はLysinに より匿別し得 と説け り.叉 演者は第1回 再獲株 と第3回 再獲株

の關係 も,第1回 再磯株 と第2回 再獲株の關係 と同様の關係 にあることを謹 しナこり・而 して第

i回 再獲株が原株抗罷産生の例 に鑑みれば,第2回,第3回 再護株は共にas 1回 再蛮株の後衛

なるが故に,第1回 再獲株に封 して も同 じく抗膣産生能力を有 し,從 つて當該冤疫元株及び原

株及び第1回 再獲株の三抗艦 を産生すべ きもの 、如 く思惟せ らる3も,實 験の結果は第1回 再

嚢株に勤する抗艦産生は認 めざ りき.叉 第2回ll鍍 株 と第3回 再獲株相互關係は,何 れ も冤疫

元株以外に,第2回 再獲株は第3回 再獲株に封 し,叉 第3回 再獲株は第2回 再i疫株に封 し,夫

々微弱ながら抗罷産生能力を有するを認めた り.

 以上は本實験の大要 にして詳細は後 口稜表の豫定な り・

 欄筆するに際し終始御懇篤なる御指導と御校閲の勢を賜はりし松本敏授に深甚の謝意を表す・
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